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活動概要紹介

安心安全できれいで楽しい海を創る

渚の交番島戸

(株)海耕舎 ２０１６～２０２０



1965年12月31日生まれ A型
山口県下関市出身下関市在住
山口県立豊浦高等学校卒業
長崎大学工学部中退

学生時代はヨット部の主将を務めていた。
3回生の時に、競艇選手の試験に合格。
以来、モーターボートレーサーとして27年活躍。
在職中、レース中の事故(1999年8月)で頸椎を骨折し、リハビリのため
に始めたサーフィン(2000年)に魅せられる。

波乗りをはじめとする水辺の愛好家を巻き込みビーチクリーンを開始～
たまたまサーフィン中の仲間が、目の前で溺れていた人を救助したこと
をきっかけに角島大橋周辺において任意団体のボランティア活動として
海水浴場の未然事故防止に努める活動を展開。
活動の本格化に伴い2012年１月５日NPO法人コバルトブルー下関ライ
フセービングクラブを設立➡2015年5月に競艇選手を退職。

その志を共有する仲間達とともに人命救助の他、環境保全活動、教育
活動、地域振興のための活動を推進中。
NPO法人コバルトブルー下関ライフセービング 理事
(株)海耕舎 代表取締役社長

代表者紹介 2019年12月現在



➀ウェットスーツを着用して
いたサーファーを漁業従事
者達は快く思わなかった。
(密漁された苦い経験から)

サーフィンを文化として
認めてもらうために
サーファーが中心となり
漂着ゴミ問題に取り組んだ。



➁次なる課題解決

としてサーファー達
で水辺の死亡事故
の撲滅に取り組んだ。



ユニフォーム制作の起源

なぜ、ユニフォームを作成することになったのか

NPOC.B.一期生(2011年)

着衣泳の指導

実際に活動するためには、お金が必要だった
「ユニフォームスポンサーを募って活動資金を集めよう」

2012年 NPO法人化・・・各種補助金の活用



ビーチクリーン

安全管理コバルトブルービーチ





(株)海耕舎関連資料①



(株)海耕舎のミッション

新たな観光資源を発掘し事業化



渚の交番プロジェクトとは

日本財団がボートレース事業より得た収益の一部をより良い社会のために
還元するプロジェクト
(海に関する多種多様な人々を巻き込み地域の課題解決を目指す)

地域の人々を中心に渚の交番のデザインやその役割について議論を繰り返した





2000年11月 角島大橋完成
2001年 小規模海岸清掃の開始

集団海岸清掃

2007年 コバルトブルービーチのボランティアガードを開始

2009年 任意団体によりコバルトブルービーチのガードを受託

2012年1月5日 NPO法人設立

2012年 ホテル西長門リゾート前ビーチのガードを受託

2013年 大浜海水浴場のガードを受託

2016年8月5日 (株)海耕舎設立

2017年2月23日 渚の交番プロジェクト受託

2018年7月8日 渚の交番島戸オープン

NPOC.B.＋(株)海耕舎 略年表



水辺の死亡事故→ゼロ継続中
漂着ゴミ→奮闘中

水産物の減少

高齢化
過疎化 耕作放棄地

空き家

豊北町の地域課題



海岸清掃

高齢化
過疎化

NOASOBI OCEAN 
GASTORNOMY 西長門

空き家

・農林水産振興
（担い手不足・耕作放棄地問題等）
・空き家対策
・津波等の防災対策
・観光案内所の設置
・漂着ゴミ問題
（地元住民だけでは対応不可能）
・高齢化や過疎化問題など

見直す課題

ふりかえる
見直す課題

考える

取り組む
考える

(株)海耕舎NPOC.B.

問題解決へ

活力あふれる豊北町

見直す課題

ふりかえる
見直す課題

考える

取り組む
考える

水辺の体験

豊かな海を次世代につなぐ！

渚の交番 島戸

・問題点の整理整頓
・課題の検討する
・協働の方法を選ぶ
・協働の相手と協議

笑顔
ヒューマンパワー‼

木々も元気！
豊かなみどり！

営利事業非営利事業



島戸地区に約70軒ある空き家の利活用(2軒の空き家を2棟のゲストハウス)





渚の交番島戸 NPOC.B. 水辺の安心安全を提供
漂着ゴミ問題

(株)海耕舎 体験型観光事業他

リソースネット下関・豊北 豊北・下関北高等学校運営協議会豊北地区まちづくり協議会のサポート

青山学院大学ボランティアサークル

農業体験

※コレクティブインパクトにより各組織の強みを出し合う組織

地元企業・事業者連携

・9/29 恋活イベント開催
(水辺の体験のサポート)

+

ガバメントクラウドファンディングに挑戦
10/7～12/20

準備ワークショップ開催
5月×1回・6月×１回
2019年10/5 開催 6/14・10/7の会合に参加

準備ワークショップ開催
8月×1回・9月×3回

準備ワークショップ開催
8月中×2回・9月中×3回

2019渚の交番運営状況 (人材育成・まちの経営という考え方) が協働

地域探求授業の他

地域活性化について



廃船を利活用して様々な遊びをエスコート

特殊艇

プレジャーボート



豊北・下関北高等学校との協働(地域探求にて)



2000年に角島大橋がかけられて以来、私たちは漂着ゴミ問題に対するアクションを引っ張ってきました。
しかし、最近では多種多様な水辺の愛好家たちが企業のCSRと併せて自主的に取り組んでくれるようになってきました。



2020年9月2日 無人島の漂着ゴミ回収事業
有志たちにより海岸清掃を実施した後、
水上オートバイの免許所有者で無人島の
漂着ゴミを回収しました。



マリンアクティビティ(クリアカヤック)



マリンアクティビティ(水上サイクリング)



ライフスタイルや価値観が多様化する中で、子どもたちが本当
に学ぶべき教育の在り方が問われている



・秋葉原通り魔事件(2008年) ※11年前：日本
職場でのいじめ、人間関係がうまくいかないなど、自分の人生への不満解消のために起こした事件。
トラックで歩行者天国に突っ込み、その後、停止したトラックから降り、さらに所持していたナイフで刺殺。7
名を殺害、10名を負傷させた。

・名古屋大学女子学生殺人事件(2014年) ※5年前：日本
宗教勧誘に来た女性を自宅内で殺害、見つかるまでの1ヶ月前ほどの期間を自宅の浴槽に放置し暮らしていた。
子どもの頃から人を殺してみたかったという動機。この事件前にも、どうなるか観察したかったという理由で
同級生にタリウムを飲ませた。その学生は今にも身体を自由に動かない等の後遺症が残っている。

・FPS中毒者の殺人犯(2015年) ※4年前：米国
アイダホ州に住む22歳の男性が、一家3人を殺害した事件。一人称視点のシューティングゲーム(FPS)の中毒者
で、逮捕された当時「ビデオゲームでかなり殺しをしていたので、そんなに難しいことじゃない」と話してい
たという・

人間性とは自然と人、人間としての本性であり、人間らしさを表すものである。文明が発展していく過程で自
然のとの距離が離れて行く中で人間性の喪失が加速し、そのことが原因で、人との関係や心の育成が劣化して
いると思われる悲惨な事件が世界中で増加し、日本でも増加している。

これらは、人間性喪失が原因と考えられる数ある残虐な事件から数年前に抽出した3つの事件であるが、中には
バーチャル(仮想)とリアル(現実)の境界を見失った結果と考えられるものもある。



２０２１年８月４日
ハッピーエデュケーション (多様な学びを選択した子どもたちを水辺に招く)

豊かな自然の下で協働を学ぶ



２０２１年８月４日
ハッピーエデュケーション (多様な学びを選択した子どもたちを水辺に招く)

マイクロプラスチックの回収



・動画の編集及び制作
・PR(例えばインスタ➡FB➡HPの流れを担当してくれるような方)
・ITを駆使して予約受付・管理等の業務の効率化
※収納アドバイザー(マンパワーを円滑に活用するために)

私たちは人命救助や海岸清掃という地域課題に取り組むために
生まれたNPOです。それらの非営利活動を継続させるために
営利活動が必要になりました。しかし、日本ではNPOが積極的に

営利活動を推進することが困難であるため、株式会社を設立し
非営利活動のためにヒト・モノ・カネを支えてきました。

そのため、業務が複雑になりオペレーションが追い付かない状況
に陥っています。そんな中で以下の人材やスキルを提供してくれ
る方を求めています。

【まとめ】
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